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  たなびくオンザビーチ きらめくメロディーズ  

人生の意味を重ねて 笑ってしまうね 

  愛されようとも 裏切られようとも 感情はそう変えられない 

  振り返るのは 戻れない夏 湘南の海にかまけて 遊んでしまった 

  君といけなかった あの場所へ 誰かと行けたらいいのに... 

 

１、あなたは僕のこと 大切に想う 明るい木の下で 眠るようさ   

  きらめく星に愛を唱えて ざわめく俺達の夢を 

  散らす男の少年があるなら 今を抱きしめてよ wow… 

 

  揺れるハーモニー うつむいた顔 とらえきれない 何かが存在するんだ 

  喜望峰から 見えてる景色に その光を打ち付けてく 

  明るい明日が 正午を超える頃 あざとい姿に 思わずとろけてしまうわ 

  熱（ねつ）になろうとも 風邪をひこうとも 衝動は、ただ殺されてく... 

 

２、野球のボールに 姪の顔が浮かぶ 一緒に遊んであげたい気持ちと  

  故郷で待つ家族の間で どんな自分であればいい          

  「神」がついてる だから大丈夫 うまく立ち回るよ wow… 

 

  世界の果てに 一緒にいこうよ 赦されるのは 死んだ犬達の香りで 

  あと少ししたら 胸に手を当て そっちのほうへ向かってゆく... 

  短い人生 苦しんだ嘆き 最期がハッピーなのなら それでもいいよね 

  希望を乗せて 生活できれば 怖い物など何もない... 


